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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
素
庵
日
記

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
５
０
４
Ｘ

【
作
者
名
】

　
春
野
一
人

【
あ
ら
す
じ
】

　
春
野
一
人
（
素
庵
）
の
日
記
　
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
々
の
良
か
ら
ぬ

事
を
書
き
し
る
せ
り
。
一
種
の
ゴ
ミ
箱
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
。
悪
臭
あ
り
、
要
注

意
！
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１
１
年
１
０
月
１
３
日

　
２
０
１
１
年
１
０
月
１
３
日
　
木
曜
日
　
そ
れ
で
も
、
暑
い
日
が
た
ま
に
あ

る
。
昨
晩
、
日
本
テ
レ
ビ
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
エ
ブ
リ
ー
」
に
、
素
庵

め
登
場
。
信
州
妻
恋
の
高
原
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
で
、
わ
が
恐
妻
に
愛
を
叫
ぶ
と
い

う
、
お
ぞ
ま
し
い
画
面
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
素
庵
、
ち
ょ
っ
と
太
め
だ

が
、
わ
が
愚
妻
の
友
、
曰
く
「
か
っ
こ
い
い
じ
ゃ
ん
」
に
愚
か
な
素
庵
、
た
ち

ま
ち
気
を
良
く
す
る
。
し
か
し
醜
態
が
展
開
す
る
の
で
は
と
い
う
思
い
で
緊
張

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
疲
れ
果
て
、
お
子
様
就
寝
時
間
の
午
後
八
時
に
寝
て
し

ま
っ
た
・
・
・
。

　
さ
て
、
カ
ル
カ
ヤ
の
歌
を
書
き
終
え
た
あ
と
素
庵
こ
と
春
野
一
人
は
毎
日
酒

に
溺
れ
、
女
を
追
い
か
け
回
し
・
・
・
と
、
言
う
こ
と
で
も
な
く
、
次
作
は
歴

史
小
説
の
予
定
な
の
で
、
あ
ら
す
じ
、
登
場
人
物
、
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
下

手
な
字
で
ノ
ー
ト
に
書
き
散
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
り
ま
す
。
必
ず
や

近
々
に
、
再
登
場
し
ま
す
の
で
、
乞
う
ご
期
待
！

　
先
日
は
、
映
画
、
「
猿
の
惑
星
・
創
世
記
」
を
見
ま
し
た
。
前
作
「
猿
の
惑

星
」
「
続
猿
の
惑
星
」
は
名
作
で
し
た
が
、
今
度
の
新
作
も
見
応
え
の
あ
る
も

の
で
し
た
な
。
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１
１
年
１
０
月
１
４
日
　
（
金
）
　
晴

　
１
０
月
１
４
日
　
厚
生
労
働
省
は
１
０
月
１
１
日
の
社
会
保
障
審
議
会
（
厚

労
相
の
諮
問
機
関
）
の
年
金
部
会
で
三
つ
の
案
を
提
示
し
た
。
厚
労
省
は
年
内

に
改
革
案
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
だ
と
い
う
。
三
つ
の
案
と
言
う
の
は
、
?
厚

生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
３
年
に
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
「
２
年
に
１
歳
ず
つ
」
に
前
倒
し
し
て
、
６
５
歳
に
ひ
き
上
げ
る
。
?

厚
生
年
金
を
６
５
歳
ま
で
引
き
上
げ
た
後
、
基
礎
年
金
も
支
給
開
始
年
齢
を
３

年
に
１
度
引
き
上
げ
て
、
最
終
的
に
は
６
８
歳
支
給
開
始
と
す
る
。
?
２
年
に

１
歳
ず
つ
ま
え
引
き
上
げ
を
早
め
、
さ
ら
に
２
年
に
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ
て
、

基
礎
部
分
も
含
め
６
８
歳
支
給
開
始
と
す
る
。

　
こ
れ
に
先
立
つ
、
六
月
の
民
主
党
の
社
会
保
障
に
関
す
る
論
議
で
は
７
０
歳

ま
で
の
引
き
上
げ
に
言
及
し
た
論
も
あ
っ
た
と
言
う
！

　
こ
う
し
た
正
に
逃
げ
水
と
い
わ
れ
る
、
詐
欺
ま
が
い
の
こ
と
が
、
い
と
も
易

々
行
わ
れ
る
事
に
素
庵
は
怒
り
を
感
じ
る
。

こ
ん
な
事
で
は
、
年
金
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
低
下
す
る
一
方
で
は
な
か
ろ

う
か
。
財
源
が
足
り
な
い
と
言
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
論
が
、
慎
重
な
国
民

的
議
論
も
な
く
発
表
さ
れ
て
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
民
主
党
も
だ
め

だ
。
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十
月
十
五
日
（
土
）
　
小
雨

　
久
々
の
雨
模
様
。
震
災
に
よ
る
原
発
の
駆
動
停
止
に
よ
り
、
妻
の
仕
事
が
日

産
関
係
の
た
め
、
土
・
日
出
勤
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
私
の
土
・
日
の
休
日

と
あ
わ
ず
、
夫
婦
す
れ
違
い
休
日
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
十
月
に
入
り
、

や
っ
と
そ
の
魔
法
も
解
け
て
、
仲
良
く
（
！
）
休
日
が
一
緒
に
な
っ
た
。

　
二
人
連
れ
だ
っ
て
の
遠
出
も
三
ヶ
月
な
か
っ
た
の
で
、
今
日
は
日
帰
り
温
泉

行
で
あ
る
。
常
磐
道
・
谷
和
原
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
１
０
分
の
「
き
ぬ
の
湯
」
が
目

や
わ
ら

指
す
場
所
で
あ
る
。
入
浴
料
は
土
・
日
１
２
０
０
円
（
回
数
券
利
用
で
千
円
）
。

源
泉
か
け
流
し
の
で
塩
化
物
質
泉
・
３
６
．
６
度
・
毎
分
２
２
９
Ｌ
・
、
黄
色

を
帯
び
た
透
明
な
泉
質
は
東
北
に
多
い
、
非
常
に
和
む
香
り
を
持
っ
て
い
て
良

い
グ
レ
ー
ド
で
あ
る
。
東
京
か
ら
車
で
３
０
分
で
、
こ
の
良
質
な
温
泉
に
出
会

え
る
事
は
貴
重
と
言
え
る
。
施
設
も
広
々
と
綺
麗
で
、
妻
は
ボ
デ
ィ
ケ
ア
・
足

マ
ッ
サ
ー
ジ
込
み
一
時
間
６
０
０
０
円
で

強
固
な
疲
れ
が
抜
け
た
と
満
足
の
よ
う
す
。
え
び
す
生
ビ
ー
ル
は
香
り
高
く
・

こ
だ
わ
り
の
料
理
も
旨
く
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
お
値
段
は
納
得
の
も
の
。
又
、
嬉

し
い
充
実
し
た
産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
周
辺
は
筑
波
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に

よ
っ
て
で
き
た
新
造
の
住
宅
が
散
在
し
て
、
若
干
郊
外
の
住
宅
地
と
い
う
感
じ

だ
が
、
広
々
と
し
た
感
じ
は
消
え
て
い
な
い
。
駐
車
場
は
２
３
０
台
と
余
裕
が

あ
る
が
、
電
車
で
行
く
な
ら
常
磐
線
＆
筑
波
エ
ク
ス
プ
レ
ス
守
谷
駅
か
ら
要
予

約
で
送
迎
バ
ス
が
あ
る
そ
う
だ
。
電
話
は
０
２
９
７
－
２
０
－
３
７
５
１
で
あ

る
。
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１
０
月
１
８
日
（
火
）

　
１
０
月
１
８
日
（
火
）
日
曜
日
、
例
に
よ
っ
て
「
ち
い
散
歩
」
を
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
な
ん
と
３
０
度
近
い
、
真
夏
日
。
な
ま
く
ら
素
庵
は
、
さ
っ
さ
と

戦
線
を
撤
退
し
、
シ
ネ
コ
ン
に
逃
げ
込
ん
だ
。
シ
ネ
コ
ン
で
目
に
つ
い
た
「
ツ

レ
が
う
つ
に
な
り
ま
し
て
」
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
作
品
は
細
川
貂
々
《

ほ
そ
か
わ
て
ん
て
ん
》
の
原
作
で
、
こ
れ
は
鬱
病
に
な
っ
た
夫
、
望
月
昭
さ
ん

と
の
闘
病
記
を
イ
ラ
ス
ト
付
で
描
い
て
２
０
０
６
年
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
幻
冬
舎
刊
「
ツ
レ
が
う
つ
に
な
り
ま
し
て
」
の
映
画
化
だ
と
い
う
。
監
督
は

人
情
劇
に
定
評
が
あ
る
佐
々
部
清
。
暗
い
話
な
の
か
と
思
っ
た
が
、
タ
イ
ト
ル

の
お
か
し
さ
を
裏
切
ら
ず
、
暖
か
い
映
画
に
仕
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
映
画
に

は
忘
れ
ら
れ
ら
れ
な
い
良
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い
て
春
野
一
人
の
ペ

ン
ネ
ー
ム
で
作
品
を
書
い
て
い
る
素
庵
に
切
り
込
ん
で
く
る
言
葉
が
あ
っ
た
。

売
れ
な
い
漫
画
家
で
あ
る
、
ツ
レ
の
妻
は
、
職
場
の
親
し
い
上
司
に
こ
う
言
わ

れ
る
「
あ
ん
た
は
、
あ
ん
た
が
書
い
て
る
作
品
が
本
当
に
面
白
い
と
思
っ
て
書

い
て
い
る
か
ね
？
そ
の
よ
う
漫
画
が
人
を
引
き
つ
け
る
と
思
う
か
ね
？
」
そ
こ

で
ツ
レ
の
妻
は
書
く
べ
き
作
品
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
の
で
あ
る
。
素
庵
も
突
然
春

野
に
な
っ
て
、
そ
う
だ
そ
う
だ
と
こ
の
シ
ー
ン
に
う
な
ず
い
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
結
論
、
こ
の
映
画
は
過
酷
な
企
業
社
会
の
荒
野
に
咲
く
、
癒
し
の
美
し

い
花
で
あ
る
。
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１
０
月
２
０
日
（
水
）

　
仕
事
の
後
、
午
後
六
時
過
ぎ
、
市
立
図
書
館
に
日
本
書
紀
と
白
村
江
を
扱
っ

た
２
冊
の
本
を
返
し
た
。
読
む
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
、
返
却
期
限
を
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。
さ
て
、
今
度
は
「
日
本
書
紀
は
独
立
宣
言
書
だ
っ
た
ー
明
か

さ
れ
た
建
国
の
謎
ー
」
　
山
科
誠
著
　
昭
和
２
０
年
　
金
沢
市
生
ま
れ
　
慶
大

経
済
学
部
卒
　
昭
和
４
２
年
小
学
館
販
売
を
経
て
昭
和
４
４
年
バ
ン
ダ
イ
入
社

　
昭
和
５
５
年
同
社
代
表
取
締
役
就
任
。
角
川
書
店
平
成
八
年
刊
。
二
冊
目
は
、

吉
川
弘
文
館
・
・
・
い
つ
も
資
料
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
な
あ
、
現
代
語

訳
吾
妻
鏡
は
良
か
っ
た
！
・
・
・
　
歴
史
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
２
２
９
の
「
古
事
記

の
ひ
み
つ
・
歴
史
書
の
成
立
」
平
成
十
九
年
刊
　
三
浦
佑
之
（
昭
和
２
１
年
三

す
け
ゆ
き

重
県
生
ま
れ
。
昭
和
５
０
年
千
葉
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
。
著
書

に
口
語
訳
古
事
記
・
万
葉
び
と
の
「
家
族
」
誌
・
等
。
三
冊
目
は
「
日
本
書
紀

の
す
べ
て
」
　
新
人
物
往
来
社
平
成
３
年
刊
　
武
光
誠
著
（
本
に
著
者
略
歴
な

し
。
素
庵
調
べ
・
１
９
５
０
年
生
ま
れ
・
日
本
史
学
者
、
明
治
学
院
大
学
教
授
。

山
口
県
生
ま
れ
。
東
大
大
学
院
国
史
学
専
攻
、
１
９
８
０
年
明
治
学
院
大
学
に

勤
務
。
２
０
０
８
年
東
大
博
士
課
程
を
修
了
「
古
代
太
政
官
制
の
研
究
」
で
文

学
博
士
、
明
学
大
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
と
な
っ
た
。
お
よ
そ
２
０
０
冊
の

著
書
が
あ
り
、
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）

　
ま
さ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
古
代
史
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
な
あ

と
思
う
。
素
庵
も
虎
の
威
を
借
る
狐
と
し
て
、
の
こ
の
こ
つ
い
て
行
く
こ
と
に

し
よ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
日
本
書
紀
の
研
究
書
で
あ
る
「
釈
日
本
紀
」
「
日
本
書
紀
私
記
」

を
予
約
し
て
帰
宅
し
た
。
夕
飯
は
、
ブ
リ
の
煮
付
け
、
な
め
こ
味
噌
汁
、
レ
タ

ス
の
サ
ラ
ダ
、
発
泡
酒
３
５
０
ｍ
ｌ
１
缶
で
あ
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

素庵日記
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n5504x/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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